
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 関ケ原町立関ケ原中学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月２２日（水）～１２月５日（金） 

 

実 施 概 要 

①授業参観・「ケータイ安全教室」の開催 
②関ケ原合戦祭りでのボランティア活動への参加 
③関ケ原町ふれあいコンサートへの出演 
④「あったかい言葉がけ運動」の実施 
⑤合唱交流会の開催 
⑥人権擁護講演会の開催 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   ☑歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 ☑成果発表 □交流活動 ☑講演会等 
 
  ☑地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者      １５７ 人 

計 ２０７ 人 
地域関係者       ５０ 人 

 

実 施 状 況 

10月22日（水）午後 
 授業参観後、NTTドコモより講師を招き、保護者と共に「ケータイ安全
教室」を受講した。 
10月18日（土）～19日（日） 
 関ケ原合戦祭りのボランティア活動に生徒59名が応募した。内容は開場
清掃（ゴミバスターズ）、プラカード係、福祉フレンドパーク会場係（レ
クの企画・運営・進行）、赤い羽根共同募金である。 
11月 8日（土）午前 
 関ケ原ふれあいコンサートに、２年生とブラスバンド部生徒が参加した。 
11月10日（月）～12月 5日（土） 
 生活委員会が中心となり、仲間、家族、地域の方にしてもらったり、声
をかけてもらったりしてうれしかったことを用紙に書いて掲示し、周りの
人のよさを見付ける活動「あったかい言葉がけ運動」を行った。 
11月22日（土）午後 
 関ケ原町ふれあいセンター大ホールを会場として、関ケ原中学校合唱交
流会を開催した。学級、学年、全校合唱を披露した。 
12月 3日（水）午後 
 重症心身障害者の母親である岸田 陽子 氏を講師に迎え「負けない心」
と題して人権擁護講演会を行った。全校生徒と職員、保護者が参加した。 

 

成果及び課題 

 10月22日の授業参観・情報モラル講演会では、保護者の感想として、 
・ケータイ、スマホはまだ持たせていませんが、タブレットでインターネ
ットにつなげているので心配です。家に帰ったら、今日のことを親子で
確認したいと思います。 

・フィルタリングは、いろいろな面でブロックできるので、大人も必要だ
ということが分かりました。子どもに持たせる時がいつか来るので、親
に言えないようなことをさせないようにしたいと思います。 

・子どもも親も、常に勉強することが大切であることを学びました。親子
で一緒に同じ話が聞けてよかったです。親子の話題にしたいと思います。 

 11月22日の合唱交流会では、参観者の感想として、 
・学年毎にそれぞれのよさがあったと思います。心のこもった歌声を聴か
せてもらいました。感動しました。 

・３年生はさすがです。３年生を送る会での合唱が楽しみです。 
などがあり、大変高い評価をいただいた。 
 平日開催の授業参観、講演会等への参加率を向上させることが課題である。 



 


